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線維筋痛症の病因･病態解明に関する分科会公開シンポジウム

に参加して

事務局　坂本由美

3月2 0日に行われたシンポジウム､ 21日の診断及び治療のコンセンサスカンファレン

スに北海道支部より､会員の佐々木千鶴子さんと､ 2人で参加して来ました｡

頼間の今野先生も､お忙しい中2日間出席して頂けました｡

春､花舞うElでしたが､ 2 El間にわたる27題の発表は､どれも聞き逃せない､内容でした

が､恥ずかしながら､解らない内容も､数多くありましたC　200名の先生方を見て､ 3

年前の訴浜の時に比べると､大変多くのDrが出席していて､病名の藩知の広がりを感じ､

又患者数の増加に医学界が､関心を見て来ているのかと､息いました｡

今回患者の声として､友の会から3名の淋辞がありました｡道支部からは､会員の佐々

木さんが､鱗浜しました｡大変落ち着いて､息者の苦しみが多くのDrに伝わるように､お

話して頂けました｡

佐々木さんの書拝浜の前に､今野先生が今､痛みで動けない息者に何が出来るか､出来て

いるか?と質問なさりました｡

この投げかけに,患者3人の辞演後､ディスカッションが弾みましたC

2日間に､婦人科と口腔外科､以外の診凍科専門医のお苗が聴けた事に､感酎しています｡

辞浜を引き受けて頂いた､佐々木さん､お疲れ様でした｡そして､北星病院の今野先生､

ありがとうございました｡

この様な､公開シンポジウムを､北海道でも閃いて頂きたいと､座長の聖マリアンナ医大

の西岡久寿樹教授にお話をして,帰ってきました｡
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線維筋痛症の病因･病態解明に関する分科会公開シンポジウム
於　都市センターホテル　コスモス

1日目　3月20日(月)

開会の辞　　　　　9:00～9こ10　厚生労働省　健康局疾病対策課

狭長　関山　昌人

午前の部

<病因研究の進歩>9 : 15-9:45　　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　薬学系

植田　弘師　r痛みの分子機構｣

9:50-10:20　聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター

加藤　智啓｢痔痛モデルの解析からみた治嫌標的タンパクについてJ

IO:20-10:30　-コーヒーブレイクー

<病態をめぐって> 10:30-ll:00　医療法人社団　行同病院

行岡　正雄｢線維筋痛症とenthesopathy｣

11:05-ll:35　東京大学病院　精神神経科

土井　永史｢線維筋痛症と睡眠障奮｣

11:40-12:10　北里大学　精神科学

宮岡　等　｢身体所見に見合わない痛みの心身医学J

12:10-13:10　-昼食一

午後の如
く疫学>　　　　13:10-13:40　藤田保健衛生大学七粟サナトリウム

松本　美富士｢疫学研究の成果｣
<トピックス>　　　13:45-14:05　千葉県立東金病院

天野　恵子｢性差医療と線維筋痛症｣

14:10-14:30　横浜市立大学　小児科

横田　俊平｢小児医療と線維筋痛症｣

14:30-14:40　-コーヒーブレイクー

<治療と評価>　14:45-15:05　東京都立荏原病院精神科

臼井　千慮｢精神科的アプローチ｣

15:10-15:30　日本大学板橋病院　心療内科

村上　正人｢心身医学的アプローチの有効性とその評価｣

15:30-15:45　聖マリアンナ医科大学神経精神科

長田　賢一｢薬物治療の進め方｣

15:45-16:00　クリニカルスタディサポート

磯村　達也｢バイオスタットより見た治療の評価｣

●

●

<総合耐蝕>

<特別溝演>

閉会の辞

16: 10-16:40 ｢線練筋痛症とは-その疾患概念と治療-｣

司会　松本　美富士､宮岡　等

16:45-17:20　司会　西岡　久寿樹

岐阜大学付属病院麻酔科
教授　土肥修司｢痔痛のシグナル伝達･制御機構｣

17:20-17:30　聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター

西岡　久寿樹
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線維筋痛症診断及び治療のコンセンサスカンファレンス

2日目　3月21日(火)

午前の部
<基嗣蘇浜>　　　9:00-9 :20　　聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター

西岡　久寿樹｢線維筋痛症のケアネット確立はなぜ必要か｣

<コンセンサスカンファレンス>　　　司会　西岡　久寿樹､土井　永史

9 :25-9 :45　　藤田保健衛生大学七乗サナトリウム

松本　美富士｢疾患概念について｣

9:50-10: 10　　長野県厚生連篠ノ井総合病院リウマチ惨原病センター

浦野　房三｢トータルマネジメント｣

10:15-ll:30　コメンテーター

精神科医から
東京大学病院　東京大学医学部附属病院精神神経科
鮫島　達夫

フライマリーケアから

新小岩わたなべクリニック
渡辺　靖之

心身医療から
中部労災病院　心療内科
芦原　睦

小児科医から
横浜市立大学　小児科
横田　俊平

看護隻ケアから
虎の門会クリニック
小野田　高子

11:30-13:00　　-昼食一

午後の部

13 :00- L4 :00　　患者さん代表による闘病歴

司会　頼経筋痛症友の会　代表　楠本　裕子
講演加藤恵美子

佐々木千鶴子
武山洋介
東堂美香

14:00-14: 20　　聖マリアンナ医科大学

増子　佳世
｢厚生労働省線維筋痛症研究班の医療情報センターの現状｣

14:20-16:20　　Case studyから学ぶ　｢線維筋痛症一

東京女子医科大学附属青山自然医療研究所クリニック
班目　健夫
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3月21日　都市センターホテルで行われた､

佐々木　千鶴子さんの講演
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1月20日　心療内科　学会にて発表の資料

勤医協札幌クリニック　院長　坂本　和利先生

はじめに

今臥10年以上の痛み､その他の症状が続き､更年期障害で

課誓讐笠慧慧諾J立こ疾風の棚と対症療臥支持療

｢更年期障害_I

o即三期に現れる多触免職の症候据

欄質的変化に相応しない白徹神経失調を中心
･不定愁訴を主節とする症候群

･性器の変化､関節痛､腰痛など骨粗燃症〆を含む

r線維筋痛姑三l

｡原因不明の全身的慢性痔捕

o首から肩､上肢､腰背部､轡蔀､康から下腿にかけての

燭みやしびれ､こわばり感､張ク感
v l脱の&,I)痛み､ L雌の痛み､頭痛などの痔痛症状

欄伴括れ倦怠感､樹民障臥柵うつ､頭痛､過敏性腸

炎､微熱､ -.｡ライアノなど

｡現在人口の1･6恥､約加万人.1.度学的に推定
■女性に多い??

両疾鰍加定愁訴を伴う痛み21･いう寄‥共通性,いい
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症例　50代(発症時40歳代)

気管支噛息､糖尿病､アレルギーー性鼻炎など徐々に悪化

Xoo年　下腹部痛､筋肉痛に気づく

Ⅹ02年　子宮腺筋症にて腹式子宮全摘施行

Xo4年　自己免疫疾患と診断

Xo7年　その後､全身の痛みの増大

内科､整形など精査するが異常なし

●
その後に経過

XO9年10月　当科受診　ステロイド51rlg内服開始｡

症状の改善不十分で糖尿病の恵化あり

Ⅹ10年2月　痛みのついての検討

RA勝原病問診表　53/76個

線維筋痛症圧痛点1 1/18カ所　陽性

線維筋痛症と診断

ssRI内服　痛みに対して対症療絵､支侍療絵の開始

やがて痛みは日常生活に支障がないほどに改善.

陽性となった圧痛部位(1 8カ所中1 1カ所)

両側　腹側　　3カ所　計6カ所

(側上額､大転子､膝関節内側部)

右側　背側　　5カ所

(後頭部､下頭部､僧帽筋､妹上筋､中骨部)

合計　11カ所

随伴症状

全身の痛み､睡眠陣容､全身倦怠感､不安､抑うつ､

過敏性胃腸症状､頭痛､四肢のこわばり､朝のこわばりなど

-1 3-



<間唐リスト>

1)原因不明､長期に及ぶ全身の痛み

2)卵巣機能不全LH35.6　FSH63.4　E210以下

3)糖尿病､アレルギー疾患など有り

3)勝原病(S症候群､ RA) CRP陰性　RAHA陽性

4)日常生活　家事と介護の多忙､休息､睡眠不足

5)痛みの原因不明のための不安､抑うつ状態

<痛みの悪化した原因について>

1) 10年以上に渡って悪化した痛み

2)多くの専門科での医学情報の過剰､混乱

3)痛みの原因不明からくる不安

4)外からの過剰な情報による不安､混乱

5)これらの相乗効果による悪化

<痛みの経過>

1)発症前期

鼻炎､糖尿病､倦怠感の中での痛み

2)発症期

家庭､生活､介護などでの多忙､ストレス

3)発症後期　痛みの増加　うつ的な症状の合併

4)発症極期　落胆､痛みの持続､原因不明の不安

5)支持と理解　痛みの受容とコントロール

ー14-
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<痛み改善-の試み>

1)痛み症状の状況の把握

時間は不定､全身を駆けめぐる痛み

疲労､睡眠不足になると増大など

2)身体環境､自己行動の振り返り

十分は休息と睡眠､リラックスできる衆境

生活の状況で改善できることを探す

5)痛みの受容と理解　薬などの活用などの安心感

<改善の経過>

1)線維筋痛症についての学習で不安の解消

2)痛みの理解と自己対処による軽減

3)生活のコントロール､疲労の改善

4)色々な情報によるの振乱の解消

5)自己の余裕と医療者-の信撤

6)他の人との理解､共有による理解

<考察>

1 )り年期障音に鹿絡筋痛症が蒐症し､多彩な症状の発凪

2)両疾患の悪化の背景は加齢､その他の因子がある｡

3)診断困敷情報の混乱などが不安を招ねいた｡

4)症状の遷延が抑うっなどの症状を起こした｡

5)診断を含めた支持療汝で掻快に向かった｡

6)日常生活､行動の振｡返りで改夢が可能になった

7)他の人との共有がさらなる改善に役だった0

-1 5-
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お知らせ

道支部顧問の今野先4三が木を出しました｡

先生は,リウマチ認定医で長い間リウマチの患者さんに関わってきました｡

この木は関節リウマチの患者さんのために:Lf!･U､た物ですが､在宅生活の支援に関しては

線維筋病症の私たちにも共通する所があります｡

何より先生のお人柄の解る本だと､私は感じました｡
-･度､手に取ってみて下さいo

メディカルトリビューン社より3,200円です

坂本

現在のリ　ウマチ医療は
_　___　　　~　~　　　　　　　　-一一･･･　　　　　　　　　　　　二_　.

ルノワ　ールを越えているか

腰雛払､

メTJfhb I-IJtb1-3
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事務局より

私達の病には､幸い春ですが遅くなっても花は咲き､美しい姿を見せてくれます｡

皆様-

17年度線維筋痛症　総会･親睦会　開催のお知らせ

日　時　　6月24日　　13時より

場　所　　北海道難病連　札幌市中央区南4粂西10丁目　　TEL011 (512) 3233

会　費　　500円

総会の後､ハープティなど飲みながら､親睦を深めたいと思います｡

出欠の連絡は､北海道難病連相鉄垂までお願いします｡

体調を見て､当日判断でもかまいません｡　ぜひお会いしましょう｡

お待ちしています｡

地図　札幌駅～難病センター

お願い

会報に載せる会員の声､情報を募集しています.

担当医師のお話や薬の話､患者会-の質問など､

お便り下さい.お待ちしております｡

函館市中島町1 0-9

坂本由美
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